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研究目的 

パターンマッチングをソフトウェアで実行すると処理時間が長くなる。本研究では大

量のメモリを活用してFPGA等の論理回路で演算することで処理の高速化を実現する。

必要となる論理回路を合成するソフトウェアを研究開発する際，独自の論理関数最小化

の技術を用いる。 

本研究の論理回路は容易に書き換え可能であり，広範囲の応用システムが可能である。

本研究では，ネットワークルータ，パケット分類，インターネットのウイルス検出など

への応用を検討する。 

研究内容 

高速マッチングの手法として二つの方法を開発した。 

第１は，CAMエミュレータである。これは，通常のRAMを用いてCAMと同様な機能

を実現する手法である。これは，厳密マッチングおよびLPM(longest prefix match)

マッチングに有効である。 

これに関しては，JSTの補助により，米国特許を３件出願済である。また，設計理論

を完成し米国から書籍を出版した。国際会議で招待講演し，また，米国の論文誌の招待

論文となっている。また，FPGA上にプロトタイプを作製した。 

第２は，ブランチング・プログラム・マシンを多数用いた並列プロセッサである。ブ

ランチング・プログラム・マシンは，命令を僅か２個しか持たない専用プロセッサであ

る。通常のマイクロプロセッサに比べ構造が単純なため，高速かつ低電力である。 

これは，正規表現マッチングや，パケット分類（区間マッチング）に利用する。ブラ

ンチング・プログラム・マシンを32台～1024台用いて高速化した。この手法に関し

ては，共同研究企業と国内特許を１件出願済みである。FPAG上にプロトタイプを作製

し，ハードウェア量を増やすことにより，単１プロセッサ上のソフトウェアに比べ

1000倍程度高速化が可能であることを実証した。また，世界的な設計コンテストで第

１位を獲得し，別の国際会議では論文賞を受賞した。また，IEICE（電子情報通信学

会）論文誌に招待論文として掲載されている。 

用  途 ネットワークルータ，パケット分類，インターネットのウイルス検出 

関係論文 
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関係特許 

連想メモリ [特許第4934825号] 

アドレス生成器 [特許第4892693号] 

多段論理回路の再構成装置及び再構成方法，論理回路修正装置，並びに再構成可能な多
段論理回路 [特許第4742281号] 
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